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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】教師の抑うつ症状と職業性ストレスとの関連性について検討した。 
【対象】大阪市立の小学校、中学校、高等学校に勤務する校長、教頭、教諭 1289 名を対象とした。 
【方法】全対象者に対して、抑うつ症状及び、職業性ストレスの評価を行った。抑うつ症状の評価に
は日本語版 Zung's Self-Rating Depression Scale（SDS）を、職業性ストレスについては自己記入
式職業性ストレス調査票（the Generic Job Stress Questionnaire; GJSQ）を用いて評価した。SDS
の総得点 49 点以上を抑うつ症状ありとして、抑うつ症状と GJSQ の 6 因子との関連性についてロジス
ティック回帰分析にて検討した。 
【結果】1289 名の対象者のうち、242 名(18.8％)が抑うつ症状ありと評価された。抑うつ症状は、量
的労働負荷、役割葛藤、役割の曖昧さ、同僚の社会的支援の４因子と有意な関連を認め、仕事のコン
トロール、上司による社会的支援の 2因子では関連を認めなかった。 
【結論】教師においては、量的労働負荷が高いほど、役割葛藤・役割の曖昧さが強いほど、同僚によ
る社会的支援が低いほど抑うつ症状を呈しやすいと考えられた。教師の職務内容を教育中心として優
先順位を明確にし、業務量の負担軽減を図ること、さらには同僚との人間関係が円滑に行えるような
職場環境を整えることが教師の抑うつ症状軽減につながるものと考えられた。 
 
 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
近年、職場におけるメンタルヘルスの重要性について、あらゆる職種において叫ばれている。これ
まであまり注目されてこなかった教師のメンタルヘルスについても例外ではない。公立学校の教職員
の精神疾患による休職者数は増加の一途をたどり、教師の職場でのメンタルヘルス問題が重要な課題
となっている。そこで本研究では、教師の抑うつ症状と職業性ストレスとの関連性について検討した。 
大阪市立の小学校、中学校、高等学校に勤務する校長、教頭、教諭 1289 名を対象とした。 
全対象者に対して、抑うつ症状及び、職業性ストレスの評価を行った。抑うつ症状の評価には日本
語版 Zung's Self-Rating Depression Scale（SDS）を、職業性ストレスについては自己記入式職業
性ストレス調査票（the Generic Job Stress Questionnaire; GJSQ）を用いて評価した。SDS の総得
点 49 点以上を抑うつ症状ありとして、抑うつ症状と GJSQ の 6 因子との関連性についてロジスティッ
ク回帰分析により解析した。 
対象者 1289 名ののうち、242 名(18.8％)が抑うつ症状ありと評価された。抑うつ症状は、量的労
働負荷、役割葛藤、役割の曖昧さ、同僚の社会的支援の４因子と有意な関連を認め、仕事のコントロ
ール、上司による社会的支援の 2因子とは関連を認めなかった。 
教師においては、量的労働負荷が高いほど、役割葛藤・役割の曖昧さが強いほど、同僚による社会
的支援が低いほど抑うつ症状を呈しやすいと考えられた。教師の職務内容を教育中心として優先順位
を明確にし、業務量の負担軽減を図ること、さらには同僚との人間関係が円滑に行えるような職場環
境を整えることが教師の抑うつ症状軽減につながるものと考えられた。 
以上の研究は、小学校、中学校、高等学校に勤務する教員の職場のストレスと抑うつ症状との関係に
ついて明らかにしたものであり、今後、教員の職場でのストレス対策ならびにメンタルヘルスの向上
に寄与する点は少なくないものと考えられた。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに
値するものと判定された。 
